
 

 
 

 

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

一 

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
は
、
男
女
の
別
を
問
わ
ず
、
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
自
ら
の
役

割
を
円
滑
に
果
た
し
つ
つ
職
業
生
活
に
お
け
る
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
環
境

の
整
備
を
行
う
こ
と
。 

二 

女
性
の
輝
く
社
会
の
実
現
に
お
い
て
、
男
女
間
賃
金
格
差
の
是
正
に
向
け
た
取
組
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
女
性
が
そ

の
職
業
生
活
に
お
い
て
、
意
欲
を
も
っ
て
能
力
を
伸
長
・
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
男
女
間
に
賃
金
格
差
が
存

在
す
る
現
状
に
鑑
み
、
公
労
使
に
よ
り
賃
金
格
差
の
是
正
に
向
け
た
検
討
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を

策
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
「
男
女
の
賃
金
の
差
異
」
を
省
令
に
よ
っ
て
状
況
把
握
の
任
意
項
目
に
加
え
る
こ
と
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
。 

三 

非
正
規
労
働
者
の
七
割
、
か
つ
雇
用
者
全
体
の
四
分
の
一
を
非
正
規
労
働
者
の
女
性
が
占
め
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の

待
遇
改
善
の
た
め
に
、
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
第
九
条
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
こ
と

を
速
や
か
に
検
討
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

四 

女
性
の
活
躍
を
一
層
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
積
極
的
改
善
措
置
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
状
況
を
確
認
し
、
必
要
な
措
置
を
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講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

五 
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
男
女
の
育
児
休
業
取
得
割
合
、
男
女
間
の
賃
金
格
差
、
自
ら
使
用
す
る
労

働
者
に
占
め
る
正
規
労
働
者
の
割
合
及
び
自
ら
使
用
す
る
女
性
労
働
者
に
占
め
る
正
規
女
性
労
働
者
の
割
合
等
に
つ
い
て
、

省
令
に
よ
っ
て
状
況
把
握
の
任
意
項
目
に
加
え
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。 

六 

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
又
は
変
更
に
当
た
っ
て
は
、
労
使
の
対
話
等
に
よ
り
労
働
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す

る
よ
う
、
行
動
計
画
策
定
指
針
に
お
い
て
示
す
こ
と
。 

七 

一
般
事
業
主
に
よ
る
事
業
主
行
動
計
画
に
基
づ
く
取
組
の
実
施
状
況
の
公
表
を
促
進
す
る
こ
と
。 

八 

特
定
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
男
女
の
育
児
休
業
取
得
割
合
、
男
女
間
の
給
与
格
差
、
任
用
す
る
職
員
に

占
め
る
正
規
職
員
の
割
合
及
び
任
用
す
る
女
性
職
員
に
占
め
る
正
規
職
員
の
割
合
等
に
つ
い
て
、
内
閣
府
令
に
よ
っ
て
状
況

把
握
の
任
意
項
目
に
加
え
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。 

九 

公
務
員
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
お
い
て
も
、
女
性
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
に
鑑
み
、
す
べ
て
の
女
性
の
活
躍
を
促
進
す

る
観
点
か
ら
も
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
、
制
度
の
趣
旨
、
勤
務
の
内
容
に
応
じ
た
任
用
・
勤
務
条
件
が
確
保
で
き

る
よ
う
引
き
続
き
配
慮
す
る
こ
と
。 

十 

協
議
会
を
組
織
す
る
関
係
機
関
は
、
必
要
に
応
じ
、
協
議
会
に
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、
労
働
組
合
、
教
育
訓
練
機
関

そ
の
他
の
女
性
労
働
者
に
対
し
支
援
を
行
う
団
体
も
構
成
員
と
し
て
加
え
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。 



 

十
一 

協
議
会
に
学
識
経
験
者
を
加
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
構
成
員
の
男
女
比
が
特
段
の
理
由
な
く
大
き
く
偏
る
こ
と
の

な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。 

十
二 

固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
が
払
拭
さ
れ
、
女
性
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
と
な
る
よ
う
、
本
法
の
施
行
後
三
年
の
見
直

し
に
併
せ
て
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
改
正
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

十
三 

本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
労
働
者
又
は
企
業
か
ら
の
相
談
等
に
迅
速
か
つ
的
確

に
対
応
で
き
る
体
制
の
強
化
を
図
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

十
四 

社
会
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
い
こ
と
か
ら
、
本
法
の
施
行
後
三
年
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
検
討

を
行
う
こ
と
。 


